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〒602-8570 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

発行所　　京 都 府
政 策 法 務 課
電  話 （075） 414-4037

〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入　　　　

印刷所　　中 西 印 刷 株 式 会 社
電  話 （075） 441-3155

　告　　　　示　

京都府告示第607号

　京都府移住の促進及び移住者等の活躍の推進に関する条例（令和３年京都府条例第25号）第８条第１項の規定により、
移住者受入・活躍応援計画を次のとおり認定した。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

認定活躍応援計画の名称 認定活躍応援計画に含まれる
移住促進特別区域の名称 計画期間 認定活躍応援計画の目標 認　定 

年月日

農のある暮らしを継承するま
ちづくり計画

南丹市園部町川辺地区、南丹
市園部町摩気地区、南丹市園
部町西本梅地区、南丹市八木
町北地区、南丹市八木町神吉
地区、南丹市日吉町世木地区、 
南丹市日吉町五ヶ荘地区、南
丹市日吉町胡麻郷地区、南丹
市美山町知井地区、南丹市美
山町平屋地区、南丹市美山町
宮島地区、南丹市美山町鶴ヶ
岡地区、南丹市美山町大野地
区

令和５年12月15日から
令和９年３月31日まで

多様な「農」の担い手を確
保し、豊かな里山・農村環
境と活気ある地域社会を次
代につなぐ

令
 5.12.15

京都府告示第608号

　介護保険法（平成９年法律第123号）第41条第１項及び第53条第１項に規定する指定居宅サービス事業者及び指定介
護予防サービス事業者を次のとおり指定した。

告　　　　　示

○京都府移住の促進及び移住者等の活躍の
推進に関する条例に基づく移住者受入・
活躍応援計画の認定　 （地域政策室、農村振興課）  873
○介護保険法に基づく指定居宅サービス事
業者等の指定　 （高齢者支援課）   〃
○介護保険法に基づく指定居宅サービス事
業者等の廃止　 （　　 〃 　　）  875
○保安林の指定予定の通知　 （中丹広域振興局）   〃

公　　　　　告

○大規模小売店舗立地法に基づく市町村の
意見の概要　 （南丹広域振興局）  876
○土地改良区役員の就退任届　 （　　　〃　　　）   〃
○林地開発行為に係る事業計画書の縦覧
  （森の保全推進課、丹後広域振興局）  877
○都市計画生産緑地地区の変更に係る図書
の写しの縦覧　 （山城北土木事務所）  878
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　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　
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２　指定の目的
　　土砂の流出の防備
３　指定施業要件
　⑴　立木の伐採の方法
　　ア　次の森林については、主伐は、択伐による。
　　　　上野町小倉１の１・田野町田野山１の33・１の

34（以上３筆について次の図に示す部分に限る。）
　　イ　その他の森林については、主伐に係る伐採種を

定めない。
　　ウ　主伐に係る伐採をすることができる立木は、当

該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計
画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　エ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

京都府告示第610号

　森林法（昭和26年法律第249号）第29条の規定により、
次のとおり保安林の指定をする予定である旨農林水産大
臣から通知があった。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

１　保安林予定森林の所在場所
　　綾部市上野町小倉１の１、１の８、田野町田野山１
の33・１の34（以上２筆について次の図に示す部分に
限る。）

京都府告示第609号

　介護保険法（平成９年法律第123号）第75条第２項及び第115条の５第２項の規定により、次のとおり指定居宅サービ
ス事業者及び指定介護予防サービス事業者から廃止の届出があった。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　
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　⑴　理事

住　　　　　　　　　　所 氏　　　　名

亀岡市馬路町池尻61の１ 浅　田　晴　彦

〃　　〃　　〃　30 中　川　三枝子

〃　　〃　　〃　80 浅　田　光　博

南丹市八木町屋賀永寿32 川　勝　武　彦

〃　　〃　　〃　〃　19の３ 関　　　義　之

〃　　〃　　北屋賀国府79の１ 國　府　諭史朗

〃　　〃　　〃　　焼石８の５ 村　上　正　英

　⑵　監事

住　　　　　　　　　　所 氏　　　　名

亀岡市馬路町池尻64 林　　　助　朝

〃　　〃　　〃　17の１ 今　西　良　匡

南丹市八木町屋賀南永寿５ 川　勝　正　義

〃　　〃　　〃　永寿１の１ 木　村　幹　夫

２　退任役員
　⑴　理事

住　　　　　　　　　　所 氏　　　　名

亀岡市馬路町池尻61の１ 浅　田　晴　彦

〃　　〃　　〃　41 名　倉　　　潤

〃　　〃　　〃　80 浅　田　光　博

南丹市八木町北屋賀国府79の１ 國　府　諭史朗

〃　　〃　　〃　　焼石８の５ 村　上　正　英

〃　　〃　　屋賀永寿43 川　勝　博　志

〃　　〃　　〃　浜立７ 川　勝　文　雄

　⑵　監事

住　　　　　　　　　　所 氏　　　　名

亀岡市馬路町池尻64 林　　　助　朝

南丹市八木町屋賀南永寿５ 川　勝　正　義

〃　　〃　　〃　永寿１の１ 木　村　幹　夫

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹
種

　　　次のとおりとする。
　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図
面及び関係書類を京都府中丹広域振興局農林商工部森づ
くり振興課及び京都府農林水産部森の保全推進課におい
て縦覧に供する。なお、綾部市役所においてその図面及
び関係書類を閲覧することができる。）

　公　　　　告　

　大規模小売店舗立地法（平成10年法律第91号）第８条
第１項の規定により亀岡市から聴取した意見の概要は、
次のとおりである。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

１　大規模小売店舗の名称及び所在地
　　ＡＬＰＬＡ亀岡コミュニティＳＣ
　　亀岡市篠町野条上又11番地の１
２　届出者の名称及び住所
　⑴　株式会社平和堂
　　　彦根市西今町１番地
　⑵　有限会社エヌ・ティープランニング
　　　亀岡市篠町野条イカノ辻南34番地
３　意見の対象となった届出及び届出日
　　大規模小売店舗立地法第６条第１項の規定による変
更の届出
　　令和５年７月19日
４　意見の概要
　　特に意見を有しない。
５　縦覧場所
　　京都府南丹広域振興局農林商工部農商工連携・推進
課及び京都府商工労働観光部中小企業総合支援課
６　縦覧期間
　　令和５年12月15日から令和６年１月15日まで

　上の池土地改良区の役員の改選に伴い、土地改良法
（昭和24年法律第195号）第18条第17項の規定により、
次のとおり新旧役員の氏名及び住所の届出があった。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

１　就任役員
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濁水の発生 　綴喜郡宇治田原町大
字禅定寺及び岩山地内
の一部に存する範囲
（次の図のとおり）

　工事中は、場内流末
最下流部に沈砂池を設
置し、泥を沈下させた
後に場外に排水する。
　完成後は、油水分離
ますを設置し、路面排
水の油分等を分離させ
た後に河川に放流する。

騒音の発生 　綴喜郡宇治田原町大
字岩山地内の一部に存
する範囲（次の図のと
おり）

　トンネル坑口部には
防音壁を設置し、発破
による騒音を低減する。
　また、必要に応じ仮
設防音壁を設置する等、 
対策を行う。

河川水量の増加 　綴喜郡宇治田原町大
字禅定寺及び岩山地内
の一部に存する範囲
（次の図のとおり）

　工事中においては、
沈砂池を介し、現況の
水路等に分散して排水
を行う。
　完成後は、道路の路
面排水を調整池に集約
するため、放流量を調
整した上で河川に放流
する。

粉じんの発生 　綴喜郡宇治田原町大
字禅定寺及び岩山地
内、大津市大石小田原
町の一部に存する範囲
（次の図のとおり）

　工事中において、粉
じんが発生した場合は、 
散水及び防じんネット
により粉じんの発生を
抑制する。

　⑻　縦覧場所
　　ア　京都府農林水産部森の保全推進課
　　　　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
　　イ　京都府山城広域振興局農林商工部森づくり振興

課
　　　　宇治市宇治若森７の６
　　ウ　宇治田原町建設環境課
　　　　綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口18番地の１
　　エ　西日本高速道路株式会社関西支社新名神京都事

務所
　　　　京都市山科区四ノ宮泓37
　⑼　縦覧期間
　　　令和５年12月15日（金）から令和６年１月15日（月）
まで

　⑽　意見書の提出期間及び提出先
　　ア　提出期間
　　　　令和５年12月15日（金）から令和６年１月29日

（月）まで
　　イ　提出先
　　　　〒602-8570　京都市上京区下立売通新町西入薮

ノ内町
　　　　京都府農林水産部森の保全推進課
　　　　〒611-0021　宇治市宇治若森７の６
　　　　京都府山城広域振興局農林商工部森づくり振興

　京都府林地開発行為の手続に関する条例（平成23年京
都府条例第25号）第３条の規定により、林地開発行為に
係る事業計画書の提出があったので、その写しを次のと
おり縦覧に供する。
　なお、事業計画書の内容について生活環境の保全の見
地から意見を有する地域住民等は、意見書を知事に提出
することができる。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

１⑴　林地開発行為をしようとする者の名称、代表者の
氏名及び主たる事務所の所在地

　　　西日本高速道路株式会社関西支社新名神京都事務
所

　　　所長　山本　武史
　　　京都市山科区四ノ宮泓37
　⑵　林地開発行為の目的
　　　高速自動車国道の造成（宇治田原町禅定寺・岩山
工区）

　⑶　林地開発行為をしようとする区域
　　　綴喜郡宇治田原町大字禅定寺小字高尾６番１ほか
（次の図のとおり）

　⑷　林地開発行為をしようとする区域の面積
　　　23.2ヘクタール
　⑸　期間
　　　平成27年10月29日から令和９年３月31日まで
　⑹　生活環境に影響が生じるおそれの有無
　　　有
　⑺　生活環境に影響が生じるおそれの種類、おそれが
ある範囲及びおそれを減じるための措置

おそれの種類 おそれがある範囲 おそれを減じるための
措置

周辺道路の汚れ 　綴喜郡宇治田原町大
字禅定寺及び岩山地内
の一部に存する道路
（次の図のとおり）

　場内の車両出入口に
タイヤ洗い場を設置し、 
車両の汚れを除去する。
　また、必要に応じ散
水を行う。

交通量の増加 〃 　資材搬入車両等の出
入りに際し周辺道路の
円滑な交通を確保する
ため、場内の車両出入
口、宇治田原町道0205
号線の一部及び綴喜郡
宇治田原町大字岩山小
字高岡地内の農道に交
通保安要員を配置する。



令和５年12月15日　金曜日　　　

月額購読料 2,930円878

京  都  府  公  報

　⑼　縦覧期間
　　　令和５年12月15日（金）から令和６年１月15日（月）
まで

　⑽　意見書の提出期間及び提出先
　　ア　提出期間
　　　　令和５年12月15日（金）から令和６年１月15日

（月）まで
　　イ　提出先
　　　　〒627-8570　京丹後市峰山町丹波855番地
　　　　京都府丹後広域振興局農林商工部森づくり振興

課
　（「次の図」は、省略し、その図面を⑻の縦覧場所に
おいて縦覧に供する。）

　八幡市から綴喜都市計画生産緑地地区の変更に係る図
書の写しの送付を受けたので、都市計画法（昭和43年法
律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条
第２項の規定により、京都府山城北土木事務所において
縦覧に供する。

　令和５年12月15日
京都府知事　西　脇　　隆　俊　

課
　（「次の図」は、省略し、その図面を⑻の縦覧場所に
おいて縦覧に供する。）
２⑴　林地開発行為をしようとする者の名称、代表者の
氏名及び主たる事務所の所在地

　　　日本冶金工業株式会社
　　　代表取締役社長　久保田　尚志
　　　東京都中央区京橋一丁目５番８号　三栄ビル
　⑵　林地開発行為の目的
　　　鉱さい堆積場
　⑶　林地開発行為をしようとする区域
　　　宮津市字須津小字倉橋山23番１ほか（次の図のと
おり）

　⑷　林地開発行為をしようとする区域の面積
　　　5.6ヘクタール
　⑸　林地開発行為を行う期間
　　　令和６年４月１日から令和９年３月31日まで
　⑹　生活環境に影響が生じるおそれの有無
　　　有
　⑺　生活環境に影響が生じるおそれの種類、おそれが
ある範囲及びおそれを減じるための措置

おそれの種類 おそれがある範囲 おそれを減じるための
措置

周辺道路の汚れ 　宮津市字須津地内の
一部に存する道路（次
の図のとおり）

　場内出入口にタイヤ
洗い場を設置する。
　道路が汚れた場合は、 
所有する散水車にて清
掃する。

交通量の増加 〃 　場内出入口交差点に
交通整理員を配置し、
一般通行車両及び通行
人を優先して通行させ
る。

濁水の発生 　宮津市字須津地内の
一部から野田川までに
存する範囲（次の図の
とおり）

　場内最下流部に沈砂
池を設置し、場内の排
水は、全て沈砂池に集
水し、泥を沈降させた
後に場外に排水する。
　沈砂池の土砂を定期
的にしゅんせつし、沈
砂池容量を確保する。

　⑻　縦覧場所
　　ア　京都府丹後広域振興局農林商工部森づくり振興

課
　　　　京丹後市峰山町丹波855番地
　　イ　京都府農林水産部森の保全推進課
　　　　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
　　ウ　宮津市産業経済部農林水産課
　　　　宮津市柳縄手345番地の１
　　エ　日本冶金工業株式会社大江山製造所
　　　　宮津市字須津413番地


